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グローバル化に起因する外国語ニーズの拡大に即応 

すべく、フルラインのランゲージサービスを展開し、 

各事業領域で市場に対応する新たな価値を創造 

することによってお客様・社会と共に持続的な 

成長を目指します                           株式会社翻訳センター 

（ジャスダック 証券コード 2483） 

代表取締役社長 東 郁男 

 

 

株式会社翻訳センター（以下「当社」）は、1986年に「くすりの街」といわれる大阪・道修町

にて医薬専門の翻訳会社としてスタート、以来 30年に渡り特許、医薬、工業・ローカライゼーシ

ョン、金融・法務の四分野を中心とした産業技術翻訳を展開しています。2012年には通訳事業や

通訳者・翻訳者育成において実績のある株式会社アイ・エス・エス（以下 ISS）を子会社化。通

訳やコンベンション事業への本格的な進出、翻訳者や通訳者の人材育成基盤の形成、ならびにグ

ループシナジー効果によるサービスの多様化と収益拡大を図っています。 

 

 

 

◆フルラインナップのランゲージサービスを提供 

当社グループは連結売上高の約 75%を翻訳事業、約 25%を通訳・派遣・語学教育・コンベンシ

ョン事業等で占めています（2016年 3月期第 2四半期）。翻訳事業は翻訳センターをはじめ海外

子会社を含む 4社で対応、通訳・派遣・語学教育・コンベンションの各事業は ISSとその子会社

が手掛けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社翻訳センター 

当社について 

事業内容 
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2016年3月期第2四半期において売上高の約75%を占める翻訳事業の強み・特徴は ①約4,200

名の登録翻訳者 ②基幹業務統合システム ③各種翻訳支援ツールの活用の 3 点です。当社の翻訳

案件の受注から納品までの流れの中で重要なポイントは翻訳者の選定と品質チェックです。基幹

業務統合システムには当社の登録翻訳者の専門分野や実績等がデータベース化されており、翻訳

案件と翻訳者のスキルをマッチングさせることで高い品質を確保しています。加えて、さまざま

な翻訳支援ツールの活用により品質の安定・向上と作業効率化につながっています。 

また、売上高の 25%を占める翻訳事業以外の中では、通訳事業が金融・法務分野を中心に翻訳

事業とのシナジーがいち早く顕現しており、順調に売上を伸ばしています。また、コンベンショ

ン事業においても重要な大型国際会議を受注するなど、これからの飛躍が期待される事業です。 

 

◆語学サービス企業 4年連続アジア No.1 

 当社グループは世界の語学サービス企業ランキングで 14位にランクインしています（2015年 

コモンセンスアドバイザリー調べ）。また、アジア圏の企業としては 4年連続１位をキープして

います。 

今後は世界ランキングトップ 10 入りを目指すべく、グループの総合力を生かして事業領域拡大

を図ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（出典：Common Sense  Advisory「The Top 100 Language Service Providers in 2015」） 

*色つきセルは上場企業 

セグメント別売上高 
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◆重点施策 

当社グループは 2015 年 5 月に 2018 年 3 月期を最終年度とする第三次中期経営計画を発表し

ました。 ①顧客満足度向上のための分野特化戦略のさらなる推進 ②ビジネスプロセスの最適化

による生産性向上 ③ランゲージサービスにおけるグループシナジーの最大化の 3 点を重点施策

に掲げ、これまで以上に付加価値の高いサービスの提供を図ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆顧客満足度向上のための分野特化戦略のさらなる推進 

翻訳事業については、従来の地域別から 4 つの専門分野に特化した専門別の組織体制に 2015

年 4 月より変更しました。これにより、多様化・高度化している顧客ニーズに対応するとともに

拠点間の営業・制作面でのばらつきを解消、地域別から分野別収益管理体制に変更し、拠点間で

の人材流動化の促進が図られます。すでに制作体制や情報共有が進みつつあり、各分野の専門性

のさらなる高度化が見込まれます。 

また、2015年 10月にユースエンジニアリング社と業務提携を締結、ドキュメントサービス（ロ

ーカライゼーション）においてワンストップで提供できる制作体制を構築しました。今後はマニ

ュアル制作とそのマニュアルの翻訳をセットで販売できるようになり、顧客ニーズへの対応力が

増すものと期待されます。 

◆ビジネスプロセスの最適化による生産性向上 

基幹業務統合システムを改修、2015年 7月より稼働を開始しています。加えて、翻訳支援ツー

ルの活用を進めています。翻訳支援ツール適用案件における導入率は 2015年 9月末において約 5

割であり、導入率の高まりによる業務効率化・生産性向上の効果は大きなものがあります。 また、

従業員の在宅勤務制度の試験導入もスタートしています。翻訳事業における専門性の高度化と、

生産性の向上を図り、着実に利益を積み上げられる収益構造への変革を目指します。 

◆ランゲージサービスにおけるグループシナジーの最大化 

これまでに ISS の子会社化により、総合ランゲージサービスプロバイダーとしての体制を構築

第三次中期経営計画 

中期経営計画の重点施策 
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しましたが、今後は新規事業開発・商品のラインナップの拡充により新たな市場を開拓するとと

もに、事業間でのクロスセールスにより各事業の強みを波及させるなど戦略的なシナジー創出を

図ってまいります。 

具体的には、コンベンション事業において、上場企業としての信用力・財務力と知名度の上昇

により官公庁主催の国際会議等の受注確度が従来以上に高まりつつあります。採算を重視しつつ、

戦略的な受注拡大に努めてまいります。 

また、コールセンター運営のキューアンドエー（株）との合弁でランゲージワン（株）を 2015

年 4月に設立（当社 49%出資）、多言語対応コンタクトセンターサービスを本格展開しています。

増加するインバウンドニーズへの対応を契機に、電話通訳・カスタマーサポート・ヘルプデスク

など、外国語コミュニケーションのインフラとして機能すべく、公共交通機関をはじめ受注獲得

が進んでいます。 

 

◆業績目標 

以上の重点施策に取り組み、中期経営計画最終年度の 2018 年 3 月期には、売上高 110 億円、

営業利益 7.5 億円、当期純利益 4.5 億円を目指します。また、売上高営業利益率については、中

長期的に 8%、ROEは 10%以上をめざします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次中期経営計画 

  

リーマンショックから東日本大震災の

影響を受けた時期を除き、売上高は右肩上

がりで推移しています。利益面においても、

システム投資や事業領域の拡大に伴う先

行投資負担を吸収、2015年 3月期には売

上高・各利益ともに過去最高益を更新し

ました。 

 今 2016年 3月期は期初計画通り、前期

比 3.3%増収、8.9%営業増益、9.4%経常増

益を見込んでいます。売上高が 3.3%増収

にとどまる理由は、前期に人材紹介子会社

を売却した影響によるものです。 

 

業績推移 

単位：百万円 単位：百万円 

＊前年同期比 

＊ ＊ 
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配当性向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当社グループは業績に応じて安定的かつ継続的な増配を株主還元の基本方針としております。

株主の皆様への利益配分につきましては、将来の事業展開と経営体質強化のために必要な内部留

保を確保しつつ、利益水準を考慮して配当を行ってまいりたいと考えております。 

今 2016 年 3 月期の一株当たり配当金は、普通配当 48 円に設立 30 周年の 5 円記念配当を加え

た年間 53円を予定しております。 

当社グループは経営ビジョンを「すべての企業を世界につなぐ言葉のコンシェルジュ」と定め

ています。顧客のグローバル展開を外国語を通じて側面から支援し、顧客の企業価値や競争力の

向上に貢献してまいります。同時に高付加価値なサービスの展開による業容拡大を図り、持続的

な成長を目指してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

投資家の皆様へ 

 

業績推移 

一株当たり配当金と配当性向 
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株式会社翻訳センター（ジャスダック 証券コード：2483） 

【 本 社 】大阪府大阪市中央区久太郎町 4-1-3 

【ＵＲＬ】 http://www.honyakuctr.com 

【 設 立 】 1986年 4月 

【資本金】 5億 8,844万円 

【従業員数】412名 

【 役 員 】  

【事業内容】特許、医薬、工業・ローカライゼーション、金融・法務の産業翻訳、通訳サービス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 2013年 4月 1日付で普通株式 1株につき 100株の株式分割を実施 

※2 連結正社員数 

※3 翻訳センター単体登録者数（2015年 11月より変更） 

 

 

代表取締役社長   東  郁男  社 外 取 締 役  山本 淳 

取 締 役   二宮 俊一郎  常 勤 監 査 役  妙中 厚雄 

取 締 役   中本 宏  監 査 役  松村 信夫 

取 締 役   淺見 和宏  監 査 役  大西 耕太郎 

取 締 役   楠見 賢二     

企業概要 （2015年 9月 30日現在） 

※本文中に記載されている中期計画や業績見通し等の決算数値は、企業紹介の作成日時点で会社側が公表している財務データ 

 を使用しています。 

※企業紹介は、当該企業に関する情報提供を目的として提供するものであり、一切の投資勧誘行為を行うものではありません。 

単位：百万円、％ 


